
石狩り弯上の降雪雪のレータ
゛―エコーからみた特徴

%平 着 (■ 夫頭境肩 )・ 妨地勝弘・遊馬芳雄 (lt丈理 )

石狩平野の降雪は今節風や仏気肛によ

る場合が99く 、そ炊らの雪雲乞レーダー

ぜ見ると、石狩騎上で急激にさ彗し降雪

tも たらしながら石狩平野に侵たしてt

ま寸。こ性らの降雪や雪雲に関する莉党

はじ峡まぞlι もなさ代τtま したが、定

量的な議詢はなt凩 てぃませんぞした。

最じ.れ憾市音ケ年料学館の3.2Cm PPI
し―ダーが便んるようにどり。このデー

タから個々のエコーt椰識しその性管を
統計的に調べました。
レーダ~デ ~夕 !ま反射強度t8段階に
今:ナ てMTに Jマ録 t吹 ており・反射強友
l以上t雪雷のエコーとし2以上乞その
対充性や分し考んました。,83年 2月 7
日12∞から2月

"口
1200ま での15今 F35与

の7う0画面のデータについマ、まずエコ
ー面積ごしの出規模度t象めました(F
IG.」 )。 降雪雲乞今節風卓越時(M oNS
OON)と 低 気 圧 (LOW)に よ る も の しに

今けましたがエコー面績は20km2 L.A下 の

ものが圧骨|のに力く.両者に関して特に
目立った相違は認めら代ませんでした。

また、個々の雪壼の全ェコー面績に対寸

る対允性の静今の面織の値は両着しも約
4・0%以下でした(FIG「2)。 さらに、i5
今ごとの雪雪エコーt2ナ元的に追跡し、
それらの面織が最大しなる場所t飛めま
した (FIC-3).図 中●,ま その時の豊む
t示 し、 く)由は面積 (km2)t示 してぃ
ます。こ炊から雪雪:ま海岸線付近で最大

面績t示 す傾向のあるこしがりかり息し
た。
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